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業界特化コンサル事業 立ち上げ準備チェックリスト
業界で積んだ経験を、同業の社長向けのコンサル事業にする前に、決めておきたい20項目です。できているものに印をつけ

、残った項目から順に整えてください。

1. 経験を「商品」にする

□ 同業の社長に教えられる成果を、数字つきで3つ書き出した（例：売上・採用数・店舗数・利益率）

□ その成果を出した手順を、5つ以内のステップで人に説明できる

□ 「誰の（業種・規模・地域）」「どんな悩み」を解決するかを、1文で言える

□ 顧問先が得られる変化を、期間つきの1文で言える（例：○か月で、○○を社内で回せるようになる）

2. コンサルの中身と顧問料

□ 顧問の中身を書き出した（月の面談回数・連絡の手段と返信の目安・渡す資料）

□ 月額の顧問料と、最低の契約期間を決めた

□ 初回の面談の流れ（聞くこと・見せること・提案すること）を、紙1枚にまとめた

□ 解約・休止のルール（何か月前までに伝えてもらうか等）を決めた

3. 体制

□ お金の面を見る財務の専門家（財務コンサル・税理士など）と組むか、自分で担うかを決めた

□ 財務の専門家と組む場合、担当の分け方と顧問料の分け方を書面にした

□ 面談と顧問先の対応に使う時間を、月に何時間と決めて予定に入れた

□ 自分1人で受け持てる顧問先の数の上限を決めた

4. 集客の準備

□ 同業の社長がよく口にする悩み・検索しそうな言葉を、10個書き出した

□ 実績を示す写真・資料と、数字の出どころをそろえた

□ 毎月の広告費と、続ける期間・見直す時期を決めた

□ 面談予約の受け方を決めた（予約できる曜日と時間帯・オンライン会議のURL）
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5. 契約とお金

□ 顧問契約書のひな形を用意した（必要に応じて弁護士などの専門家に確認）

□ 請求書の出し方と入金の確認方法を決めた（インボイス登録の有無を含む）

□ 広告や記事で使わない表現（成果の言い切り・大げさな表現）を確かめた

□ 立ち上げから2〜3か月分の持ち出し（広告費・運営費）を用意した

印がつかなかった項目が多くても大丈夫です。立ち上げの中で一緒に整えられます。あなたの業界で成り立つ

かは、30分の無料相談（オンライン）で確認できます。

https://consul-kaigyo.jp/package


